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1.材料と⽅法:肝内結⽯症46例,内訳は,肝内胆管癌合併症16例,前癌性病変合併例15例,癌や前癌性病変⾮合併例15例.11例の正常剖検肝を対照として⽤いた.ホルマ
リン固定パラフィン包理切⽚上で,免疫組織化学(StreptABC法)を⾏った.今回は,乳腺型ムチンコア蛋⽩(モノクローナル抗体DF3を使⽤),粘液糖蛋⽩関連糖鎖として
シリアルTn,Tn,T抗原(Dako社)の検討を⾏った. 
2.乳腺型ムチンコア蛋⽩の発現:肝内結⽯症に合併した肝内胆管癌では56%の症例で発現を認めた.前癌性病変では27%の症例で部分的に発現を認めた.⾮合併例の
胆内胆管では,47%k症例で,ごく⼀部に弱い発現を認めた.また,対照正常肝では,9%の症例で肝内肝管のごく⼀部に発現を認めた.乳腺型ムチンコア蛋⽩の発現局在
は,細胞膜や胞体内びまん性の発現を22%の癌症例で認めたが,その他の癌,前癌性病変,肝内胆管における発現は全て,管腔縁に限局していた. 
3.シリアルTn,Tn,T抗原の発現:肝内胆管癌では,それぞれの発現は91%,100%,73%と⾼率で,管腔縁や胞体内びまん性の発現を認めた.同様の発現は,前癌性病変で
は,29%,33%,5%,⾮合併例の肝内胆管では,7%,0%,14%であった. 
4.今後の研究の展開:肝内結⽯症に合併した肝内胆管癌では,乳腺型ムチンコア蛋⽩の発現が,通常の肝内胆管癌(発現率96%)よりやや低いことが明らかとなった.こ
れらの症例では,他の型のムチンコア蛋⽩が発現されている可能性も考えられ,今後,他の型のムチンコア蛋⽩を認識するモノクローナル抗体を⼊⼿し,さらに検討し
たい.尚,シアリルルイスX,ルイスX,ルイスY抗原の発現は現在検討中である.
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